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◆第４回 テーマ別読解演習「家族」①／物語文 

 物語文の学習では、場面や登場人物の心情の変化に着目し、主題をおさえましょう。「家族」のテー

マでは、家族の心のつながりが問われます。特に注意してほしい問題は、以下の通りです。 

  問三 象徴の問題です。ここで「カップ焼きそば」がどんなことを表しているか考えましょう。 

   問五 問三と関連のある問題になっています。 

   問七 文章の出来事（あらすじ）をしっかりとおさえてから書くようにしましょう。 

  問二 傍線部の「しかめっ面」や「きょとんと」など、心情を表す言葉の意味を確かめて選ぶよ

うにしましょう。 

   問七 主題に関する問題です。「頷いた」が「受け入れた」という意味を含んでいます。 

   問八 象徴の問題です。「卵」・「緒」がそれぞれどんなことを言おうとしているのかおさえてく

ださい。 

宿題 問五 傍線部の「目をそらさない」という表現がどんなことを表そうとしているのかをおさえま

しょう。 

   問六 登場人物の性格をおさえる問題です。性格は、会話・口調・表情・様子・行動・動作など

から類推するようにしてみましょう。 

 

 

 

◆第５回 テーマ別読解演習「家族」②／物語文 

 前回に続き、物語文の学習では、場面や登場人物の心情の変化に着目し、主題をおさえましょう。「家

族」のテーマでは、家族の心のつながりが問われます。特に注意してほしい問題は、以下の通りです。 

  問二 具体化の問題です。「同じ」とあるので、何と何が対比されているのかをおさえます。 

   問三 暗示・象徴の問題です。物語の出来事からおさえます。 

   問八 主題の問題です。家族の絆を意識して考えます。 

  問二 理由の問題ですが、設問の条件にもあるように、出来事だけでなく心情も含めた解答を作

りましょう。 

   問四 傍線部の「頭を抱えて」の行動が、どんなことを表そうとしているのかをおさえます。 

   問五 登場人物の、「言っていること」と「本心」は必ずしも一致しません。 

宿題 問五 内容の具体化の問題です。 

   問七 出来事をおさえて、うまく理由をまとめてみましょう。 

 

 



◆第６回 テーマ別読解演習「家族」③／物語文 

 前回に続き、物語文の学習では、場面や登場人物の心情の変化に着目し、主題をおさえましょう。記

述は、文章中の言葉も使いながら、自分の言葉を補って書くようにしましょう。 

  問三 具体化の問題ですが、キーワードが指定されています。 

   問六 「どのようなことを表していますか」という聞き方に注意しましょう。 

   問八 暗示・象徴の問題です。 

  問五 具体化の問題ですが、説明した文の空欄を埋める形式の問題です。こういう問題にもなれ

ていきましょう。 

   問六 亡くなった祖母への思いを読み取りましょう。 

   問八 主題の問題です。文章全体の出来事をふまえて考える問題です。 

宿題 問七 暗示・象徴の問題です。 

   問九 これも暗示・象徴の問題です。「ぼく」と「お父さん」の関係を暗示したものとしてふさ

わしいものを選びます。 
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２月から新５年生の学習がスタートしましたが、学習のリズムはしっかりとできていますか？この講

座をより深く理解するためには、本科教室をしっかりと理解することが必要です。この基礎にあたる部

分を大切にして、取り組むようにしてください。 

動画の構成としては、まずは「例題」が各回３～４題収録されています。例題は動画を見ながら解法

の手がかりとなる考え方を習得してください。例題の次には、練習問題として、例題の数値替えの問題

が収録されています。機械的に数値を入れ替えて答えを出すのではなく、もう一度解法を確認しながら

取り組むようにしてください。練成問題は、例題から派生した問題を中心に収録しています。このうち、

例題から少し離れるタイプのうち、特に重要なものを動画で扱っています。 

各回の学習の目安は以下の通りです。 

 

◆第４回 文章題Ⅱ～つるかめ算～ 

「つるかめ算」がテーマです。「つるかめ算」の基本の考え方は「極端な場合を考える」です。そこ

から、「１つ変化させると、全体はどう変化するのか」を表や面積図を利用しながら取り組んでいきま

しょう。難度が高くなると、つるかめ算単独での出題だけでなく、他分野との融合もされます。今のう

ちにしっかりと理解を深めましょう。 

①「例題と練習問題」 

  例題１－つるかめ算の基本 

   例題では「すべてカブトムシだとしたら・・・」からスタートしています。余裕があれば「すべ

てクモだとしたら・・・」からスタートして取り組んでみましょう。 

例題２－損失のあるつるかめ算 

   考え方はつるかめ算と同じですが、「１個こわすと５円もらえないばかりか、さらに 30円弁償す

る」ことになるので、一気に５＋30＝35 円変化します。この部分に注意しながら、取り組んで

いきましょう。 

例題３－３種類のつるかめ算 

   考え方はつるかめ算と同じですが、「つるの数はかめの数の３倍」であることに注意してくださ

い。集中力を切らせることなく、取り組んでいきましょう。 

 

  各例題の動画を見て理解したら、必ず練習問題に取り組んで、答え合わせをしましょう。そのとき、

間違っていたら、どこで間違えたかをよく理解して、再度解き直しをするということを徹底してく

ださい。疑問点があれば、再度例題の動画を見てみましょう。 

  

②「練成問題」 

  練成問題では、いくつか選択して動画で扱っています。その問題についてはしっかりと理解をしま



しょう。余裕があれば、残りの問題にも取り組んでください。ただし、理解には段階があります。

時期を経て再び扱う問題もあるので、全部解かないといけないと思う必要はありません。 

 

◆第５回 文章題Ⅲ 

和差算・分配算など、線分図を利用しながら取り組んでいく問題がテーマです。線分図は５年生で学

ぶ、割合・比でも多く利用されます。まずは、基本的な内容のときから積極的に取り組むようにしまし

ょう。「わかるから、かかなくてもいいや」と思っていると、必要になったときにかけなくなってしま

います。 

① 「例題と練習問題」 

  例題１－和差算 

   線分図の関係から 大＝（和＋差）÷２ 小＝（和－差）÷２ との公式ができますね。理解し

た上で、これを利用していきましょう。 

例題２－分配算 

   ３人以上の関係の問題では、必ず線分図をかきましょう。どうしても「影」が出てきて、まちが

うことが多くなります。 

例題３－分配算 

   「～倍」の関係の問題では、基準が大切になります。だれの何倍であるのかをきちんと読み取り

ましょう。 

例題４－分配算 

   例題３に、「～円多く」「～円少ない」という条件がついた問題ですね。足したり、引いたりして、

「～倍」の関係になおしましょう。 

 

  各例題の動画を見て理解したら、必ず練習問題に取り組んで、答え合わせをしましょう。そのとき、

間違っていたら、どこで間違えたかをよく理解して、再度解き直しをするということを徹底してく

ださい。疑問点があれば、再度例題の動画を見てみましょう。 

  

 

②「練成問題」 

  練成問題では、いくつか選択して動画で扱っています。その問題についてはしっかりと理解をしま

しょう。余裕があれば、残りの問題にも取り組んでください。ただし、理解には段階があります。

時期を経て再び扱う問題もあるので、全部解かないといけないと思う必要はありません。 

 

 

 

 



◆第６回 文章題Ⅳ 

 

①「例題と練習問題」 

  例題１－差の変化に注意！ 

   ＢからＡに 400円わたすと、Ａは 400円増えて、Ｂは 400円減るので、「差」は一気に、 

400×２＝800(円)変化しますね。 

例題２－２人の間でのやりとりは、「和」は一定。 

   ２人の間でのやりとりは、「和」に注目しましょう。この問題では、兄＋弟はやりとりをする前

と後では、変わらず 850＋590＝1440(円)ですね。 

例題３－２人が同じ金額を使えば、「差」は一定。 

 ２人も同じ金額を使った(もらった)ときは、「差」に注目しましょう。この問題では、Ａ－Ｂは買

う前と後では、変わらず 2600－1200＝1400(円)ですね。 

 このように、ある作業をする前と後で、「変わらないものに注目する」ことは、算数を解く上で、

とても重要な考え方です。しっかりと身につけておきましょう。 

例題４－結果から考えていく。 

例題２と同様に、２人の間でのやりとりなので「和」は一定です。さらに、具体的な数が分かっ

ている結果から、前にもどることが大切になりますので、理解を深めておきましょう。 

 

  各例題の動画を見て理解したら、必ず練習問題に取り組んで、答え合わせをしましょう。そのとき、

間違っていたら、どこで間違えたかをよく理解して、再度解き直しをするということを徹底してく

ださい。疑問点があれば、再度例題の動画を見てみましょう。 

  

 

②「練成問題」 

  練成問題では、いくつか選択して動画で扱っています。その問題についてはしっかりと理解をしま

しょう。余裕があれば、残りの問題にも取り組んでください。ただし、理解には段階があります。

時期を経て再び扱う問題もあるので、全部解かないといけないと思う必要はありません。 

 


